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お 知 ら せ

県立図書館

■問い合わせ　1055-226-2586

第4回資料紹介展示「山本勘助 ― 彼
の生きた時代に思いをはせて―」
s～3月25日（日）

県立美術館

■問い合わせ　1055-228-3322

ギャラリーエコー「松田百合子展」
s～3月11日（日）
※館内整備のため、3月中の月曜日・火
　曜日及び22日（木）を休館とさせて
　いただきます。

県立文学館

■問い合わせ　1055-235-8080

常設展「井上靖『風林火山』の世界」
s～5月6日（日）

県立博物館

■問い合わせ　1055-261-2631

シンボル展「オオカミがいた山―消え
たニホンオオカミの謎に迫る」
s～3月18日（日）

催 し も の

甲府城観光ボランティアガイ
ド～甲府城御案内仕隊～募集  

　甲府城の歴史や文化を学んで、
観光客とふれあいながら甲府城を
紹介していただく観光ボランティア
ガイド「甲府城御案内仕隊」の隊
員を募集しています。甲府城の歴
史や文化に興味のある方、参加し
てみませんか。

s応募資格／県内在住の20歳以上
　の方
s活動内容／観光客などに対する甲
　府城の案内
s募集人員／30名程度
s応募方法／住所・氏名・電話番号・
　性別・年齢・職業・応募理由を明記
　のうえ、官製はがき、FAX、Eメー
　ルでお申し込みください。
s応募期限／3月20日（火）まで
s注意事項／
　 　■ 4月～6月上旬にかけ養成講座
　　を開催します。（月2～3回）
　 ■ ボランティア活動の開始は、6月
　　中旬からの予定です。
　 ■ ガイド認定証、ボランティア保険、
　　養成講座の費用については、県
　　が負担します。
　 　■ 上記以外の交通費などの経費
　　は、ボランティア各自の負担とな
　　ります。
●応募・問い合わせ先／観光振興課

　3055-223-1573 5055-223-1558
　 Eメール：kankou-sk@pref.yamanashi.lg.jp

第37回信玄公祭りに
関する各種募集
　信玄公祭り実行委員会では、各
種募集を行っています。

①「由布姫（湖衣姫）コンテ
　 スト」出場者募集
s応募資格／
　 　■ 18歳以上の女性で山梨を愛す
　　る気持ちをお持ちの方
　 　■ 4月6日（金）・7日（土）に開催さ
　　れる信玄公祭り前夜祭及び甲州
　　軍団出陣に参加できる方
s応募方法／専用応募用紙に必要事
　項を記入の上、6カ月以内に撮影
　した上半身のカラー写真（縦5cm
　×横4cm）を貼付して応募
s賞など／
　 　■ グランプリ1名（賞金10万円）

　 　■ 準グランプリ2名（賞金5万円）
※詳しくは、（社）甲府青年会議所ホ
　ームページをご覧ください。
　http://www.kofu.jaycee.or.jp
●問い合わせ先／（社）甲府青年会
　議所「由布姫コンテスト」係

　3055-235-5423 5055-226-9596
　信玄公祭り実行委員会「由布姫コ
　ンテスト」係

　3055-231-2722 5055-221-3040

②「ボランティアスタッフ」募集
　信玄公祭りの円滑な運営にご
協力いただくボランティアスタッフを
募集します。

s募集人員／100名
s参加日時／4月7日（土）午後3時
　～8時
s内容／信玄公祭り「甲州軍団出
　陣」時における甲府市中心街の観
　 客・交通整理
　 　■ 食事代600円とオリジナルスタ
　　ッフジャンパー支給
　 　■ 事前に説明会開催
s応募資格／18歳以上で心身とも
　に健康な方
s応募方法／住所・氏名・電話番号・
　性別・年齢を明記のうえ、官製はが
　き、FAX、Eメールで応募
※詳しくは、信玄公祭りホームペー
　ジをご覧ください。
s応募期限／3月20日（火）まで
●問い合わせ先／信玄公祭り実行委
　員会「ボランティアスタッフ」係

　3055-231-2722 5055-221-3040
　http://www.yamanashi-
　　　　　　 kankou.jp/shingen/

③「甲州軍団出陣式典」
　 観覧席ご招待（200名）  
　甲州軍団出陣式典を間近でご
覧いただける観覧席へご招待します。

s観覧日時／4月7日（土）午後3時
　40分～4時45分（予定）
s観覧場所／舞鶴城公園内特設ステ
　ージ    
s応募方法／住所・氏名・電話番号・
　希望する席数（2席まで）を明記の
　うえ、官製はがきで応募
s応募期限／3月16日（金）必着
※応募者多数の場合は抽選
●問い合わせ先／信玄公祭り実行委
　員会「出陣式典観覧席」係

　3055-231-2722 5055-221-3040

個別的労使紛争の
あっせん制度
　パートタイマーや派遣労働者の

増加、企業再編などの労働環境
の変化により、個々の労働者と使
用者の間で労働条件や解雇など
をめぐる個別的労使紛争が増加
しています。県では、労働問題に
ついての相談を中小企業労働相
談所（県民生活センター）で行っ
ていますが、それでも問題が解決
されない場合には、労働委員会の
あっせん制度があります。

sあっせん制度／労働委員会の委員
　である公益・労働者側・使用者側　
　の三者によるあっせん員が、中立・
　公平な立場で当事者双方の言い
　分を聞き、問題点を整理のうえ、歩
　み寄りにより紛争の解決にあたり
　ます。
sあっせん制度の詳細は、労働委員
　会ホームページをご覧ください。
sその他／あっせんは無料、非公開（秘
　密厳守）
●問い合わせ先／
　労働委員会事務局

　3055-223-1827 5055-223-1828
　中小企業労働相談所（県民生活セ
　ンター）

　3055-223-1369 5055-223-1368
　http://www.pref.yamanashi.jp/
　 barrier/html/roudou-iin/index.html

警察署の再編整備
　警察署の再編整備により、4月
1日から各警察署の管轄区域など
が変更になります。

●各警察署ごとの変更内容
s「甲府警察署」
　　■ 甲府市北部を管轄区域とします。
　　■ 旧敷島町地域は、韮崎警察署の
　　管轄区域とします。
s「南甲府警察署」
　　■ 旧上九一色村北部など甲府市南
　　部、中央市、昭和町を管轄区域と
　　します。
　　■ 旧竜王町地域は、韮崎警察署の
　　管轄区域とします。
s「韮崎警察署」
　　■ 甲斐市、韮崎市を管轄区域としま
　　す。
　　■ 甲斐市内に「甲斐分庁舎」を設置
　　します。
　　■ 旧須玉町、旧明野村地域は、北杜
　　警察署の管轄区域とします。
s「長坂警察署」
　　■ 北杜市全域を管轄区域とします。
　　■ 名称を「北杜警察署」に変更しま
　　す。
s「鰍沢警察署」
　　■ 鰍沢警察署と市川警察署を統合

　　し「鰍沢警察署」とします。
　　■ 鰍沢警察署を本庁舎、市川警察
　　署を「市川分庁舎」とします。
　　■ 市川三郷町、増穂町、鰍沢町を管
　　轄区域とします。
　　■ 旧上九一色村北部は、南甲府警
　　察署の管轄区域とします。
　　■ 旧中富町、旧下部町地域、早川町は、
　　南部警察署の管轄区域とします。
s「南部警察署」
　　■ 身延町（本栖湖区域を除く）、南
　 部町、早川町を管轄区域とします。
s「笛吹警察署」
　　■ 笛吹市全域を管轄区域とします。
s「日下部警察署」
　　■日下部警察署と塩山警察署を統
　　合し「日下部警察署」とします。
　　■ 日下部警察署を本庁舎、塩山警
　　察署を「塩山分庁舎」とします。
　　■ 山梨市、甲州市を管轄区域とします。
　　■ 旧春日居町地域は、笛吹警察署
　　の管轄区域とします。
s「大月警察署」
　　■ 大月警察署と都留警察署を統合
　　し「大月警察署」とします。
　　■ 大月警察署を本庁舎、都留警察
　　署を「都留分庁舎」とします。
　　■ 都留市、大月市、西桂町、道志村
　　を管轄区域とします。
　　■ 旧秋山村地域は、上野原警察署
　　の管轄区域とします。
s「上野原警察署」
　　■ 上野原市全域、小菅村、丹波山村
　　を管轄区域とします。
●分庁舎の概要と許認可事務の取り
　扱い
s各分庁舎には、交通課及び地域課
　（市川分庁舎については、交通課及
　び「市川大門交番」）を配置します。
s各分庁舎には、窓口事務担当者を
　置き、銃砲関係などの特殊なもの
　を除いて、警察署とほぼ同様の許
　認可事務を取り扱います。
s本庁舎ではこれまでどおりの許認
　可事務を継続します。
s南部警察署下山駐在所でも、許認
　可事務の一部を取り扱います。
●問い合わせ先／
　警察本部警務課企画室

　3055-235-2121（代表）

平成19年度県立産業技術短期大
学校一般入学生（後期日程）募集
　将来産業界で活躍できる実践
技術者を目指す学生を募集します。

s募集科／生産技術科、電子技術科、

　観光ビジネス科、情報技術科
s応募資格／高等学校を卒業した方
　または平成19年3月高等学校卒
　業見込みの方
s試験科目／英語、数学（観光ビジ
　ネス科は小論文）、面接試験
s試験日／3月22日（木）
s会場／県立産業技術短期大学校
　（甲州市）
s募集期間／
　3月5日（月）～3月16日（金）
●問い合わせ先／
　県立産業技術短期大学校

　30553-32-520150553-32-5203

募 　 集

県立考古博物館
「山梨の遺跡展2007」
s3月17日（土）～4月8日（日）
　観覧料無料

■問い合わせ　1055-266-3016
（埋蔵文化財センター）

県立科学館

■問い合わせ　1055-254-8151

「ASIMOとスペシャルサイエンスショー」
科学館にホンダの2足歩行人間型ロボ
ットアシモがやってくる！！（入館料のみ）
s3月3日（土）～4日（日）

※放送番組は予定です。
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「桂川ウェルネスパーク西ゾーン」
3月22日オープン！！
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▲里山交流館／県産材の木の温もりを感じながら、料理教室
　や工作教室などが楽しめます。
▲里山交流館／県産材の木の温もりを感じながら、料理教室
　や工作教室などが楽しめます。

3月22日オープン！！
①里山交流館
　（管理棟）
②エントランス広場
③駐車場
④芝生広場
⑤遊びの庭
⑥菜園

利用時間 午前9時～午後9時

休 館 日 毎週水曜日（水曜日が休日の場合はその翌日）
年末年始（12月29日～1月1日）

利用料金 作業室：330円、 会議室：380円

都市計画課 3055-223-1722 5055-223-1724
富士・東部建設事務所 30554-22-7836 50554-22-7855

問い合わせ先

※芝生広場、遊びの庭などは年中無休で入園は無料です。

交
通
案
内

利用案内●里山交流館内の作業室及び会議室

●マイカー利用
　  ■ 中央自動車道「大月IC」より東京方面へ約25分
　  ■ 中央自動車道「上野原IC」より甲府方面へ約40分
●電車利用
　 　■ JR中央線「鳥沢駅」よりタクシーで約10分
　 （徒歩約40分）
●バス利用
　 　■ JR中央線「猿橋駅」より富士急山梨バスで宮谷行
　　き乗車「堀江製作所前」バス停下車徒歩約15分

大月IC 上野原IC
中央自動車道

公園通り線
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猿橋駅

宮谷入口

JR中央線
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バス停「堀江製作所前」
●

桂川ウェルネスパーク
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こうふじょうごあんないつかまつりたい

知事に聞く～これからの
やまなしづくり

（PM3:55～4：25）
知事
出演

知事に聞く～これからの
やまなしづくり

（PM5:00～5：30）
知事
出演3/3

［1時間当たり］

▲菜園／ハーブなどに触れることができるほか、農産物の収穫
　を体験できます。

▲芝生広場／樹木やベンチを配置し、四季の変化を楽しんだり、
　さまざまなイベントに利用できる憩いの広場です。

▲遊びの庭／親子が触れ合い、子どもたちが遊ぶことができます。
　木製遊具や長さ15mのローラー滑り台もあります。


